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と‘司骨格くと，足、いたい血統と乏う"ラふう活性的ち周11hさ結伐と l¥ 

うふう存こと IJ.胃将全ミf~ めけ~~ 0 :=以降ふとラの楽街|と ¥¥1¥~ efo 
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をL之再再註することをとリさbへと， むδ{‘人q 厄v1暑さUt¥々 、つの菩提度

と n う毛めと箭憶すろわ K~' J;。ここ~;j~こ副菜震源ヒ\\う O) t戸、Zき

さと，らとっ q~円、あ、またき史官1存1'1'でさ s ζ ，ぎたこんど応ちげヲ T三

穐波，また匹恒u'¥.郎、脊殺と Lff結悔し之5ちら芯¥¥とカ¥建仁之

l事怠ら7d-¥ ¥とか I¥うら乙つ Q 守アー左とリさめてゆく川 lTです。つc:2

~ !) 1さえさん開1'00)対宏之と¥¥フモ9 芝還ぐヘうっし・ ili¥ \守的~.

台、弘、‘ベムα r.gかにとリこえで、 l ã: 5 と川う~， 5 左手ヌ5彦、と竹ラ毛めは，

/丈閣α 吃フ之 n~本質台高ÎJ~去苦λ さず。

だかち，事質的支濠引け芭味でけっし之倫理的芝、!手足手いへきヲ。

( P.263 Q 14 -p-264 .Q・5) ~ 

[1966司1

IhF-Lたちは.ただ、く環>ぎた!ふく妥族〉の本喚と(d.存!とかと

いう聞い!こたいし之，一立すめ弔i:r"0自問妻T隠としとα<性> E韮K

L・存国包と l\3社念酌震計活q斗で章さ保有再t弓付1.~ヲミ悶怪奇あ 3 と窓(1)

~ d 1\~:1: c、巧 ðo く匁〉立た尽く安藤>~~l習と L ての実悶牲の寄

貨広ごこからう尋問主4'¥3 0 く君主〉またId"ぐた枝〉の幻想的E主主同

/住?犬、あらゆ3平工名目1:1写実悶牲とぢ"tF'"")てl¥o nfi-ーのこ ζf手，を砂t

m¥ 写ZtEChく幻廻対〉と Lてにか在的トミI爪t;:.1¥ことで、百五3。をこで

広.夜間性1.1~ ¥つも一対q男せの関穏育、らう事官立帆. ~匡しζ と L て々

の男#.~ðι\1吾英国として q 再なか、うみだす受阿佐ど，ただぐ討

〉と号、た芙問f仕をあ~之いうことだ flr~J.ヲて邑別立Ly\ ~o をし

て. こζラ巴2質問、円ヤペく家>a:た尽く匁!J1i>のtつ卒魯aq了泊京日き‘

他正~ð5らゆき社会的存毛色恋'l住にた&.-\仁て持要得モ句 l二 L たのぞ 2有30

ーくp，144. 52ll 2ーケ) 与

幻想対!手あくま0- t ノ〈額q自然的1á直権関fii に~:t"ζ でÕ)'.J・を

のTd-tr (;， J...間脱務的怠契従向%E-さあき刷、f認 1¥0 だ、か-L字吟

仇女間程A 写かきたま，人窟1広島己E句香にすd fg. ó' に広.い~\ t7'~ 

む~.祖ゑ的高弘之さあらしめ る尽/T Iこ尽ち在に z ち刊のだ。 ~ltlゆ之、
一切ー

く事長〉またはく実茂〉め京市性とく社会〉め毛主凧恒とめ対主ロ，を

し還元本忌と eftれ降、、ノ A闘志在勾旬間持臭気牲と芙問的防由良f-E

とめお主に還天ざけ\~oι~ 1417. 2J.. 15 -/g ) 

ご二号、めた乙たち l広東急電集団f!.'む、q ように令 (Cl協丈して E、c2

怪奇を酌仁い乞ば玖方疑的B突悶イ互/¥〆長乏実的lごい之は対迄斐巴l佐ハ転

イヒ0"a二 ζ lo-dろ少乙危¥，と¥， ~間E量l之~あう o TJ= cc揺ら I;r.'， をのヰ

ラT&;t，イ℃マフ地丈は、ただく東方更〉の斐問釣あキ7廻対に，袴碓号採介

回転.1~1手入す~!二 Eすき、忘\.，目、3ラがら否広三L・モ ιモ 号ミキ正英白 ζ方

集事rx宇工念的1を問毎さ子去す示、とす刊¥1ま"11.i建前ζ写実用性17¥'ノ持ミ制甘守e
g、為吋'L<対〉としてG 性稲毛?~ら trl怠片~'~ら b い!エ-w ~ t月 ~Q

ιがe-， j;，想性白悼の閑却さïp夜らLtlG:片町工f~~ 7吉ら 1d1I Iざすでみ.3Q

乏 Lて， ニ0，'; う広幻想対モ破ろモのと t てめえ7廼lf主J~J ノく関司ち

幸三!亡とつで1;;，人間とん麿!ヒの直17'Q関1徒にとフてモ，いわば、く達三

時対称也〉と t いうべ、~=to) 之さ同2，c. 信

念7想 性と Lてのく遺言問対称性〉というの td，1T''(モ人た， I乏ほう

/く間。会7想性広かおらずを~.?-f称性左努=の自然く慣行性〉に転イヒ
し， う2α 耳量化\.r-f!z色にあうヒ‘てよ、)理用車へ対帝~t:王左手宅さすというこ

とであり.入閣αG-在7ず毛っと 1¥d幻廻性と L之町卒号室l三}fV.:f'Lて

いき。ごの dう汚展審附称性/O-.く幻彊対>の対称左しだいに向線長

以外0 モラal二子民俗、せるに，51こにた。いいか乞れl吾、，操作と Lで療方妻

。<乏官翠対>t三イ「入 L 之ぐ~~~ ~対称から羽障子、 L 之~1ったζっさt三九

三ち。乏{之この幻週土才と L之勾メ二関αs-7壬如、(だれ に遼静的析に移

有す3ことl立.とりをたき8-:tず益同務官土念。積均的志堅闘志、問

ーの木業と位相にd-J1òきてませたみさおろ。医E安旨9吋品財瑚I~p与主食?
にと...， 2. 環食均に口有落実用i2f:0t主立たとフ之，<家〉またtd-く

笈旋〉問看7想 訂q実用牲が、会7廻性ζL之q人霞b園高F性にぎくす

多安隠両者~にと司〉すら、、つくこ ζ!手rヌこ須a 零詰万三石「た，

どp-148.f2Jl..ク-20)
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[196ケq]

ヒニ 3<:' .す々、之の経洛B勺策B事官t、幻想的使時をか存らす"-a秒トす 3

ように.人閣d自然、怠性的行為d}~ v¥ I引回勺関係、と¥¥ラモめ fd，下

降ら苛:・幻怠?を~ït約ト L 宣言す。 ラ~~を尽、〈勾言言葉<!' l' z /;J"，対幻想と

いうふうに名グけます。一…に叩略〉…ーを Lて，モ2廿1てF喫 決 ヒ ¥¥ c5 

うをめの李首lミg.在ι之います。乏ラ L~ c可と.対幻想(ここでさ t¥ 

う事之被帯当亀) 11'盟実。賢治酌存約終とー至更す~t吃隔は，教持活ヲfごり

ラ¥¥ラふう l之ヨミ劫らU¥.J f)'とい[、ますと. 二爪l事幻想性的芦題き~¥ 

之Id‘， ~.幻葱が‘で、うして実問幻習とー討す3 かと\\ラ信憶として提

起主れます。---…〈中田佳)' "・G9

を L之. 実旋め対舌7葱q G1ナミき受同会7埋め存1!'1亡問主主にう dDf官ξ

牲を七フ関係'~T:r Jこかと 1 ¥5 fミ1うに惹乞之l)ミ!6~ と，そ収広史濡

とt存在未とめ霞相互主7手八百‘{fo フぎり只等と古防本という関1否定、打は. あ

芸宅庭、ざまほどの主支さ 1¥Z丘、，主主麿初E北丈と¥¥うでar-:而守え，

ラ五度U~志人言、(f Q (ρ'1'1 J2 -'1 ~ R p8 .Q.lo) ~t? 

r t96S q] 

わたζ1三ち尽く牲〉と(て仇メく周をく生理〉的lヱζ:広怠<<幻想、

〉的な告控主七漆&~ぜろぬ零乏底、6' て\\ ~o 1J.で7言らは‘生ヨ望的kく

性〉旨字形行動E~ た問、く筒佐>と<個体〉のあ "1芝、亡をく性〉的自o

Tさ関stづ‘(，乏(sと δろう)dからさ'd)~ 0 をして.かつて芥51て生理的

時く性〉代暫1{])対匁之さ、あ?fとく1匿金手〉とく簡本〉とか‘\\ま ~/6Fξ

尽幻想ay得 <1世〉千種間対象にた忌っ之仁まーヲた〈たと乏fぎ史場と柿

右末)と ¥¥5寝屋外時羽tを現在のとヲ之 1¥~λ閣の情曽7から~包す3

こι17<"ろま 2>0 ぐP-3ワIJlR 9. -13 ) ~~ 

[1968φ] 

傷佐肉にIo.e ち 3 ん、 l~\性と ι てで年~tr の差~Ifd: qぺ、て7宿対肉声?

rJにただ生誕σ 長有1め柏lちそ対安下‘く回世>02馬方たことだ、「ヤホ、 ~tr

I住〉にとヲ之本質的 7喜重訴を毛つ、ヒ 1¥う9 1N'アロイトの嬰解8あ
-41 -

フた。この要件!まさ毒庶i;.'T!'ぐ f また結末闘でÆ"~<> 7巳イトに芯ら

っ之いえば、〆暴対1司く性>的6.1旬東水、国世(J.あ司?三~但 7戸、〆そのー珂

更がら註E.\-ftよヨとすきとき〆ゆまつくの r~ 嬰住と L てめ男性が，馬

柱さ、モ tr性きêû\\穿主めなr気下ぎからだ、厚;~をにモ可てそt性ぺ守電

自{ざすて尽くとt く牲〉的志間ちをから~~亡さ・fd:"Æ リz.o l¥ 0 ffi:.'j主信

)亡た"巧さ回協とl\ラ八~~生日ありう 3 として e. 用住むけヲして(:'

oぐ人的く現住〉を迭爪3たあ!てを4生た白ラこと 1;1.あり乙ol¥R 三う。

ζ戸?4~J- ワ.)

ベ一市|し1J..":銭<司祭乙たてまごうに~旋のく対芯 :ð itï想>のフ巧くg (LCl 

闇〉的思ヰ広大に耐乏う 3 の(J.ち乏坊と古存在芳との間隔?と、 l"t弓、あ ~o ちそと

抹.怖と第の間隔だ片尽く室組〉的にど、1(¥1寺む隔たってを子f雪ヒ八と、、

思f霧きくなf1き3幻想〉として何本衡を保Tち7;fg二ぜアγoミT三口を.1{1

1きくちミ場〉ヒ<ぜ献〉ガミ、自然温怖く位〉行為をとモ Rr閥 、に雫'世主

た広.q-f↑生と Lて 9 人F司君、おリう 3からをあ 30 ~ ¥ \"1 かえ汎ぼく 也>~

としてめ人周d 聞阪かご，そのさきえ聞としての λ閉の間隔0，aうリう
さからをあふ乏廿t1どからく母系〉明「祉をえの夏め蓬設さは手王国首r-あ

フT三のさJd7d-く， 突きちと討献のく対た}~幻想>かc都;志のくち芝町公1週

>と同致すðð~、!二くを国〉的に取7ミ ι1ミことの怠かf亡原ったとか

人が、.乞 3ζ とか刊号ミ!~ 0 くp，， 153Jl.マ-14-) ec 

く性〉と L ての人聞広苛川、 Z 早~(!あ ð17 なさ、あ 317 の l' "(号、tn.力¥否

長ある O ι かくこ司令イヒσ1 定l~(手，あ、あ、ぐめ掌色 1ずかんが、乏 ζ ~j tて

什っ lZ動物昌三ζろ時現にあろのろ思危 1¥ロあらゆ 5く性〉拘引責与ぎ

の行為すく対怠3れ廼〉をうみた ιたとき. {(FC'めと人閣尽く性〉舎

と L てめ ノく閣と t\ ラ続跨をモうつように志、長α ざあ Jろといえ ~o く

か才古5- ð 幻想>か、、うみた~:r lt¥.たことは.え閣のく佐〉乏社念切実問lほ

と1国 -<'1生のl手才、寺に投げたす作用をわよ尽、苛ごとにた手フたo をめた

併に，メに慣依<~笠〉と L 之広明 ttfr であるにをかかわら-;f'，予きな号と

tt\ 被さァとか，史第dち堺とか報第とか ð-r.ftr\.~ お;1 1の 1寺かにあ、ーか以
-42ー



崎爪大三郎

~二とに存フた。 l\l\tj\Z 肌ぽく茨族〉爪、うみださ lt\たのでさふðo

(p.I'73 ~ 10-16.) 

…ーく神話〉め関閤性は、つ l包l亡くl主要>fJ¥'と従乙て ι3う時閉

ふ 1) 乞fさ5グ f亡産主鳴を忠白 ι之l)dといラでいい O.(p. Ig8. 9.j 9イO)Q?

[1969 a] 

…，.，動物mく行動〉忍 l手、住ちのためにぬ零i;J条件によ 4 て，キミ

缶をゴとある経路と沖、疑をつぐ J1ミあ司経路とか，欧張。rとあσ、経

路とかr::~ 、てぐ自然、>Ió-稿定α栃底σ 主周にす1 リとられて、を !{L~o

1犬、〉乏m争期間行動C方〈淳、>-として習性化ざれわこのよラ|て動物17¥.'

習性と Lて白あろく浪〉芝長丈隈σ笠庖1とLて切クと mぽのく

鳳〉の問主ちに悶障壁を湾之 â/~零1õ怠ぐ志摩、く行軌〉仇軌跡九ri

〉千併しートざI.t¥.dことにsって内り江つ肉質烏主間ど惹えてざし

っす乙 1T"窓口。~s-

J人間αぐ代新〉て5陪をう fd1 ¥庁芯 1¥・メ二周m仔昏7め<湯>cぐ白

決~>をめをめざi 万ち二 el二 f"d か~Iìりが、尽 1 ¥ 0 ( かじ障壁陪 I¥たると

こ3fこち存〔之1¥~ 0 む l3人間♂くf背力>c乃脅モ打と Id./ この壁左

つぐ 3従力ちあるとい「てと J{I)守どき~~o )乏Lて八闇f芯障壁!こ

主主あた2ごとにぐ作動>乏傷能的/行計7力、ら('0的Td1'f者7(之町 f)丹、え、伊

達収l三〈匹。之島ぴ〈行幸ヵ>のあたらし l¥従E告を嬰っ什た、 ι， ぎた再

(;黒町的存作動に格三と1¥う行動君主手:¥¥を習性化してぎて竹 3。芝川

?Z，広L‘、占ろから，ノく聞のく行動〉αく威主〉を:肉質な室居1と方えさ

ことIo-(i'ぎな 1¥~ <:予広三。 こざTらに. ノλに閣ζの乃こ C⑦ろよう 1佐与千竹守勘断)者fJ¥'、l臥ユ.:γ「身駒佐的問…尽向怖とUし
とし之 l川l彦7がが戸〆‘A、ち， 1ω巳話豹守芯行街勤7とし之 l住与， 権隠の怠1¥護用たきで‘くまゑ

>-ET迄大 ~ð ごとか、忍ミ!~ように怠ゥ 7ミ b 場?を的思行動7 拐、時庖恒守な.

あき¥¥広行暫酌為事{I約ヒよ『て有符ミc巧く場>lθ教定認さむ 1¥の仁、

他的存行動71d-そ20¥制約左担え之、ヲ京知α色F惇につい之 t掛知を f:Jた

らえアrr:3こと fずさきるといラ点 ι，ノく顧の行酌。<場〉の符倹ε環
-4ラ-

促して七ぶ ¥¥1吉と、きあ 2>0 そこ之さ λ聞のく代射1>のく威〉尽，あラ

かひめ I\!.\境研~1\すき 1需要 7吾く珠〉と名え 3 尽かは尽 1\ 0> "0あき 0 ・

くp_362叉-1~ p-363 .Q/4) 

ところ2き子、 ノλく間のく閏!箆注>7貯天於、¥， 白4令ラ以々叫トq陀内く旬!箆笈〉とR聞号序段向Z奇tつブプ‘d‘

!作γ ら u胤、 ð く封滅志〉か、〉史究に悶理と 7厄~â りこのよう 7きく場、>8性~n平問こ

と~、~\ささ。く!困俸〉と fぜ~<固体>が関係づ、円ら LH ~くちま>0"td'，

人固め行計1陪性と L之あらわU¥dol芝、17、l?=qょう了主く燥>0、l立.

/く間仇行動r.;r.E再性3あるか古性きあるがぴ)1¥ q'、、れができあきと 1¥うこ

とか、さきて主ラ o {cコ

寝台手自勾にいえr.:J'‘ この dう芯くゑ>と Lて長で主奪三子あリ、寺支

f葬一幕向ざ、あ二5吟 f<1.表放さあふノ(闘to友渋勾尽かさ、ι 本島めに

l ¥えfゴペ隼と Lてイ官劫efd 0 こ~陪ずとと奪と小関係.kfかリさ芯ぐ、フ

Bイ卜め， ¥うよ3仁親と-o--の庭向EきちI dfミ更寺1・立た収め賢官:1(!c-
手来均に (3 間色 ~'ð元 ~o ただこQ珠合きち，性思場146マ芯行動(J.あ Q7

ろことそう・ I¥:.}的 危 行 動Q¥あきことぞをき 3ごと:-td¥¥うきで亡ない。

(P.， ~65" Qi乏ー9，) 

[1969 b] 

今回 7戸、いいたいことのらとフ 1:;"，εとをと I:f下、ーの意掛か引1尚与

/く聞社宅ミ~:e 、9ア ーTf、ぷきめと結果的に|事あ、7d-(;\ことプア行啓J.r)~凡

と¥)~司忍〆フロイト(j.，方え~rさうたが均し 1\ ヒいうこと色、あ三。

一…く中田急)ー…ぜか， 7ロ汗ト!手 97'ーにつ 1¥之， 2人存単純怠

ことをいラ'2"~バフIî之さ「手芯 l、ロサ |ν~\tÁ閉さ 17. セし缶親刀町、く

1+>としで‘ ο p:人向住人下さく窮>0 -3-1ちたと日常白勺に港島す3 とこ~

ろ名、「手，性行為 lまみこ芯巾叶'L~こと庁云うまで f 后 L ¥ !)だか，寸!レ

之~，-:e-λ闘で、七、 :$僚的たく厚手〉のろ倹にた¥¥(之ちくな>~ 'モトi友Iて

た1¥l之モ白乏令曽lしたく性>. つ王手り今1自どし之句<t↑主〉‘ ιた

市、之自己げ重己にか干す多と I¥ラ側屈さ会寺領急的gt在，あろいほ

ー自責の l与1、<性>.とし之最短ヨ公男専の尽うが侍るずにあ、布、"勾で、み
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~()このこと!忍今回や乏の営液σ)\\ うようにく煩台工〉の間君主では忌

いロ (p 80 jLQ 5-1~) 

とこ 3芝、，寸!し業団羽田ヒ雫cろ与供αあいた1仁江主著芸員ir1ずG-l¥と¥¥ 

うことは，本終的尽く性>行勾のく逮夜〉の問題マ1芯おフ之を. 7寺町

人ら近親長r9i"一小筒宿駅、陪た}.¥¥ ~ <や-r'ー>という聴会、降、偶然

た 31¥:的荷蒋'fJるであろ f!¥'， 生初'3-.豹存く運ガミ>行苅之さ尽屯¥¥からだL

セち 3 んフロイ卜め今予ーの敬た広，Tð-んら生物)~'ßq怒事実仁制

約主爪3-170で広守いから，今Eらの浸夜間f誌は，フ口イトの理事告

に関与 ã~ 医在意ろはたき 1\ 0 く p~ðll .QQ.7一川 位。

[1969 c] 

母系3ロlから史話矧Î  J:t3..{1に守るマ機/立、定着窪寺町の稿文|てと乞怠う

性三走力仇岩丈，生産夜間品交展，穫殺意哉、の貫主すにとい〉点にモヒ

めてよ¥，よそ〉仁五‘モわ札~ø モヒモヒ穀寝。種毛与を往忌じろ周辺に干香Q:;

を. 自生の食用語吻Ei主忌σ園近に力1きあつめで煮、治す 2 と I¥ラ?島

極題材のf~m 芝、 l手. 1ミzたま?寄旦にあラ d弓之ぐ 3魚顎芝待ちかま

Z て干間寝ず 3 といラ隠~~とあ、 7忌心、 d うに， 乏の壬仁事自律プずさ fきど‘め

董零牲を E っと!ぎか人 1fr '乞ら句tc l\活か，たロ 3 たこ0~循さに事，

イミ閉め種午勿ヤ動物さ痔得否き三プtt" うがたま、く白黒〉 σ 意定、 q相宵~

l三あろとみ与す比t30 いい 7少、之 Wほ‘く食料〉主とCろちのが自然県教。

観金・仁支配されて t';;引いで d¥-¥ 0 …・・〈中白色〉…ーただ，ぐ庭向

〉ヘ也η、r-r-~こと自待か，きた苛毘ゃ主要芝J子快・くと 1 \ヲょう~、

決方更手官三l苫集落σ〉ぐ外ヘ照を向斤e>=主白保1f'， いわば矢茶的td

く将断1>を意味lZ ¥，たのさ("つゴ，，にそ Hl1T"ど人日収苦言をtた与

らしだかとす.ごん広収寝左モモ長与さ Idtl'ゥたが.というごと広

7芸人らくち今働1>.の与存否侍な刀、フた。ただI Tf'れらめあ¥¥，ささ悠自

然宗教のく外八〉と忘陶す Sごと白俸がう右電、口末らを ζろとみた与さLn.

zu1ミ。

一空(中田急〉…一
-4弓 ー

失手足伺1八め露イヒ厄， 厚3性 p'-e工牲に乙弓だで{冨プ7，..rあヲたとか.活

動7的~ð)，， 7三どか-' ttε力 rt-.，~ ...たとが，ぎたな住)三区再牲に忘れ茂

氏どか育1足とアナいう仕事汗、五ゥたとがいう理由に!時t ち時Ldヒ尽力、

人7ずえら爪Id1 ¥ 0 7ミた与をく産む〉ということにた 1¥<-て，与号性ヵγ

顔1芸的~~ること -n:'~ 一雨也勺た再牲にすべ、てC司く産芯〉と 11う付為舎

に意議Wさおり蒙躍的ちあらさ・3 をえ f苛ぐ ι たた~~投衛首勺芯足f古1

Th'Ðちゃ~ ¥t危穏にtij，.，たといラたすぎ7吾1¥ 0 くfr羽D21，:2-:21) 

[1970 a]  

わた ι めか人~'之をf手 cちらやろ安庁関阜教〈土谷東な〉に;r. ~tk to 

のにつきつあ之 "Þlífずか f手ら0/'と~QJ 土棄と芭勺た困友をq モめと矛

届qZ;'きがl手Tき¥'0 Îユ~‘7きら r;}'" すく存どとモ寵零時社主主~起源とす

葛西宮c..fa.. をのたr-~'めにtr:性左干主主定今泡とすゑ -1包q新邸宗敬ど土

1ち史教)0'、;f， d 1[' I '6 F--，さ菊百E宗教(主(益課教〉をそをの権力的Td王室

念、 011きかに U又互すろごとに手ヴて， 1& ~め之 E去、 trL たをラめにfdオ(o-~ヲ

ら汚れから δ之p)~ o 

ここさ、教泡令。く仕性〉きあることには-'，iE0)走、既が高たえち Ul~o 

ごこ容はぐな性>，京ラモ走むという亘格段7Tによフて/ぐイミ〉を産

浜巴ï!)と 1\ ラ棲新社会α本質向1註支習でn ζ結てよ、つ什らtr\~とと毛 tc.

くtr~世〉をσ、そめプ六・，社会の支化的活末明性や蒙B末怯α 安叡!生にき志モ。

イ℃苛ふくな~生〉時安迫尽あ 3 と\\うこと fd.-， 号訴さ三社会司本負向

f手支配η とす 5 原蔓存在色、隠とする時三色q匡号[7~設建会場「ろととを(-::.，

J 哀昧sくこな'1f1:>之さまえ宅(ある flI古豪既得くせf性>であaJ1J'.-IJ二五

ラ 、名士会α理色左支国首勺に侠~し〉るその Fざと l ，うこ文イ¥:::'0)迭の託会

への、移透仁木l妻合き象徴亨三モ今と$リヨるとい、之"I lrl <> ヤテ3之争

処 .3-/え)

[1970 C] 

レゲイースト日ースの積点待望者詰 0~. く事支局>1エ，突堤的きあっ

てε ，村語表工会的き~..-'之志望~i函 f手毛ò)ヒ併存立t.l\.之 yl ~.C?たど乏

-4t， -



踊瓜大三郎

fð' ， 近担おヤ間性&σ3場主柱内部ã)~い!苫箇々 m 祖先是同部 1てあ片言く

祭忌 >Id:..苦手先主におけ ~ì安門~(工〉ドザミー) (])ぐ禁忌〉と等1泊

芯おっ.私としぐきZ模ð;~ぃ fd:主事梗q 血待問あき M は武と続的7洞l主

にをの根拠左εゥと二r L{\.. ~o しず仁，こζラザ人がえ!事可こ6tð 連ゎ

しし¥.，.ちtJ:TdらId:¥党写実肉部あるいは繁OlZo， 実 fヨ性と 首対幹工念の~

衣間性と Id.， d: aて‘買えf夕、有がうどみ事-t"山e)~，きだ材、ち Z、d;" 3-0 

-'c\~7;ミ

議決今 14三者ミと組織、石ラで、かすモめ)芯いマ人と Lてく住〉問え7忍 (<-0

きが， 15防長官工念勾 1筆者ミ~t&敬乏うミプがす:c çぅ l手， 年主主主的 -，玄的、 を L

て盟主的7ð支ru\現金之さあ ~o 1-受章きち('J，人間広男3たJd.台とにで登

荒す 3dζ、I.;J存くて， たた実現毘色、と L て玉三魚 Lうる尼什るあき o (Lo 

あるふと〆フの苦音波内ベ気月実it弓ひとりの寸性が， ~Jl q tJ.乙つ α部

方是正矛部族a勧竜王/J'ちのひと，，今男性と岱相互結人らつd1).親殺

と危フた4 こ勾 d5たき堤タトttaC工 ケ γ11"ミー)?つ関係E移旋向句:t

バ之σ 突飛!こついて理廷にたとす3d ストロースにより、仁三\二*'~

苦手堤坦互 η あ I，だに措咽fて1賓の均衡がう d:U¥て1¥ dことをき成して態

い三九三(て. この均嗣苫荷tT厄拐殺が向。y髭方そを下す註ざ也イ特色て

t三ちヒぎた政ら ¥(¥3ことに芯 d0 (力、ど. めたく ~tア八プ虫、之でTG ，
て、‘クミt

篠宗主相互め開存誌が，告知百にd~， つ z うく任〉に~~表摂1写高その本丈

芝翫す きAきらら‘訴畑互のあ 1Iだが言きたと Lた空間かヲまれ

多ことω三事つ之老，下従，安康乙急併さ三住司:、きこと fod. l'えおt-¥0 ~ 

を二三?J、〈三禁忌〉対決方たと主防空to¥1左誌 q ブ疋ラミ!とどど ddiJ-ミ?りは，

をのく乾ζ、>1まただ，鬼根~a I\!事調旋αメン，~ーが歯音防問委

~がァたとぞ高、戒してし3 う a …， (ー/ミヨ30.R..R-6 -:20 ) 

[1970 d] @: 

事か、安九年三と I\フe-~芝生菜、す弓とす九ぱ，ヰ宇常に単純1吾人ろす。
ちリヲ之

援がた fo-町ず o をlt¥.{志ん闇cろ1函俸が牲として環!11叫にずちさえお¥¥主義

析否J?i~ 0 ウまり.人閣が草寺ぎたほ古として東HJIf¥.:j¥¥ aきえJdc-¥¥:犠

析をあ aということむ -;:;0~<ー南街éJCぃ、で. メに間α白在Eプず，自

布 l刈トd 内Eのひヒつめ 1国t2f乙夜\1為づ‘打らV1'3~男l-fJ:.ノく闘がく性〉
-47-

とし之規制しき・~をえら l' と二 3 さすo をう"う也堺f可援史的思城

西‘蘇干狩を寺町~Gfl{\ fd'. を仇プ戸、衰えをZ、あると l¥うことさ、有 o

くP，38且D.9-1ヨ〉

ち~是におけきく佐〉と，調旋r-.あけるく住〉ヒ「芯どこが実そフ司2r' c5 

[ d:ラ β。zn'をらく f:i.く手王朝りという観急ザ‘友方をヒ示、け:;;<ft佐 〉

Cス探，et={o-色ま m.ζη 志 n t "うことときずー 主主 lZ，楚惑隻という1攻

色、!こ r~ ， 在的7務担と間関!こ性的1吾芝制7折、尺 l 、へん基2t~勺 J 本質的

廷で0')0さ芝いうことさす。っzリく牲>1亡事、け 8費支口と禁矧がェ包

官夜之さあ3ηらある主ゑ色 fこ悠閣~ ~ëÞ;三が f二ríf&そ尽tI々之、.~I) う 3 とむo

["2.ぞ， <，住>，三万什る該初白乙毒素創とワデ¥斐た2f噴き汚してl'5モ

の，三m ちを事笥と t で展開さ lH.g 宅;'0)主~lt\11表をちぐく穀摂〉

主主人之さ・すt (P-<W Q.-3 rv p"(J/ k'3) 

国泉と侍仰が。反殺すたf手表殺め集臼め主伺F住ζ乃収支左， 0;;3共住

居貫性がf¥ささか3 モ話俄CF-ヒオノうと4'tを自主ヒE平ヒ託、， ど町 7三乙ほ

需主笠乙 't}:字。(戸ヂ:2Ol.?-(o) 

失fきど，磐訪号'e0)結締主¥あき¥\侍f4:~誌と u うεめた手， くf世E>C7)毒事ロ
サ壬と手草創と rJ.，.共た強打仁智7ぎ， をれを謀ぎるに l'2医開くru"dで;0た、色。

と申仁手にたず，こα 展開0~会!こお 11 て最モ茎率的活慣1去、!手，友

方更に力作る央主持俳抹O)~事偏在ざということヴ子可ミrð '2f。史動静在未α 関

詩係に1局、I¥d生男的存委主且支3α 性勾下一!ざ .18-当百く力、月存立 ι<"11 

-示品ご叶'¥(d-ffi-とろ勾聞に(J¥'‘け3生理由怠意庶(I'<A町T為q ヤプー

三二閉じ‘くち t，古川段階からおろ之週定ζ~~ 之モいいと庖\ ¥さ布。!こ。z

tかが問らすう接也、的n急抹ぎのく性>0)親和牲~'実方そのとfL 0' l¥ 

ぢぼFん栴 tヲや可l-¥周!為ほ，司従牲と L之は史荊Tpt枝o関1雨時と¥¥う

こと州、ききま可。(~#~ぇI IJィ3}

いちた￡人簡単fJ..育ちと L て，手布陣特蜘ft乞と Iりそのを奉えま ~o

-48ー



楠爪大三郎

を叶t1トら裏表を怠可略的主主9，忌ーといラモ 4吉元喜三 a e)。を¥i¥11、ら

勘産小桁百というよう怠竜味否符高と 1\ラ二とを惹え â~。めたι

!手縄海理論3 本質的存展開例法台、府高と， ¥ラ概念をろ之たぐ奇 l¥

ので可アf'''- rととえはレち‘1'"之トローて厄どは，判官、あき t1 Id: -tr: 

性。稀!か伍f豆と I，ラ t O)~基盤にして者摂理検ε良関仁之 t ~ ~すOl(?

忍，芝山とえと玄乙fきいとさq.'¥ \ろすから，~冒という耳夜ß~子~ 1れて

ぉd=l .:ドラ。…ーく p.6'} ~.14-18) 

クロ之， 17ヌきち〆備と (dど、ういうことか。でく←終的仁 lいで、倍

石を主体にして考えO-lて. 4に吉元 l二否tt~ 染色 η と\\ ¥ \寺すす、何~o

有を t 色bろで純手~f1 か、やや者η 芝培 t てきた糧程に包てくろ0， ct'ケ

ロス，肯定、〉指さす。….(p. '79 Q -2 /"'-P 80 f 1. ) 

ーをうす~ L，争議展開α他友松あ?，¥ ¥ (d:新味放の展開の

継l永~まめ宇そごr 7\と，子モ来問有ビアT権限剤、作くた、3 うと予恵ミT 川下三行信

芝方と f手色至ヌ ιf吾1¥こ ζ に彦りま可唱をこ (;'10)今7匙ヒハヨモ0)方、、、〆

〈半工>ë-く南昂〉セ色劫て‘ BFl B定彦i\79i朴指摘I~ ヒゥ之，¥移川内

主要¥つまリ内亀宮1¥(!， ，がつわリあ I， [三夜系的活了吃域、言、， ヲロ之・ 11

ス、‘つ/t{~ß年寄に問題にす 5 仁1包 ι fð-I\零因た、ど思 II~ 可。をq こと fd.，

クロ 2 ・ 1T~ シ指/二'ÎV'イント~ J)' ¥ ¥之議訪安倍畠をかんが乞否理論にや

かくべ、づ仇善i島性7ずあ 3わけさ‘ l事局，¥ことさE意思(aif.また町高

とが‘-tr'住())耗少卸値とかいラよ:)Rs-，略章指遺稿|から 3千巧 (j.'王7三、

-:r trL;3 tr~t@にd)'{-r ~~年並面ぢé-P会見ゴ!と， 民旋内ñ~左手長足、と ëf る担)慢と lð
問客だとえト口一之td:it乞之川 sわけ C'0て戸らわたιl手庁高性刀、決

(之掲旋律系qr3聞を受配ぢ3モ:;0， -z. /d忘れと思 N53f.…… U 

l P，8-( e -5 "'-' P， 32 .Q4 ) 

[1切oe]

アロイド~ ¥.;¥フ Z¥¥ ~ r-安・0対象」記事3モO)'E、還簡にく血縁疎

外的に)えらぷ・7三あにfd..レザィ e 之トロースのいうようTd表提や

-48ー

親殺やき蹄の弔|蕊何事え広あフ之 ~1ð ぐて t ぷい t}.'" I柱紋斗か、芝川

自体とし之自己邑的イじしう~花民.いい η、之内、 l事、、 r~-，:亘旦的」ヒ令

濯にうきということ i手が曇∞前話乏で‘あ忌と Lいてい t， 0 ・….cf. 1'71-

H ~ 10-/4-) 

... -.・ 5ち‘うきらくく観f3...>としてめぐ牲をr>1手，選院の片足たた， ，仁

之で直略的芯干ち[Æf!~1千\ ¥たいという殿堂あき¥， I~夜、京性か\lす<:(Y)

て葵$.寸¢たそのであリ，をσぱあ"のく慌〉的怒鳴散を、白1牢と

飽佐σあ "7芝、否侮托す 5 毛の fユ，ぐ観&〉と L てのく牲>~¥かn¥I三

e 

l手7忌いという理由によゥで ν，3. 0 本来酌に飼f手と氏!!0\1国俸とのぞヲ ~o

と芝、深部たおけ3諸角虫f手‘器包的f二 1;;1くl性器〉い -'NI ¥にloTcil¥力へい，

それか子司高モきあろと(¥ラ章、観‘f;J，チ位の宮古包司二義的高崎l三集中す

ふと 1\う意散をう df だすニとプド百l ミr~ 。在百台風J5 d 1¥ 尽く恒〉酌IJ.人

鼠関係ゅTJ.庁に3 ら b 廿l~ 居往嗣i内医障I~. 観念ヒ L てめく住〉と

苦言宮的巧ぐ主E>σ)d，，'也、4矛f自を停?芝tょうとす 3とこ 3とあらわ(i?

'it3-。個(~と陀m 箇俸とのJ;I\だd 一対-~すき戸問。仕方 L (6-， そっ

とモ手主的l三個俸と句の 1国得_11'.".i1[:t毛関係ヒ Lて高圧す 3仕ヌs<;:みリ，

をU \.l~ <住家主〉たよさ直徒庭~を本質として 11 d 0 (P-''l4 LJ.-3 

r-./ P. 1'15 H ~ /1 ) 

[ 19'10干1
…・ん闘。毘ち沼毘!ゅうち，わた ι~'t\ 寺 ξ うと t主零1きでのだ

と老えてい ~c乃fd.，フ T今日くつかめ命題亡を約さ U\ ~C7 

色。

命題::.l <部議加実!江、守票条件存らほ、，川 t下さいに臨時て

かコフ> ~~ 

会号室1ζ乃系 く苓でに告を琵設に包宇ちさLtt之 ι立ちた対象広，必可ユー走、

告とえ J をふ白衣に綜f亡苛~>
会費2 <危言、α場何千(笠間ラヒつ\\之の認訴1~. ある遁切泡操

作芝尽 ~:::τI手，夜、す-~O)fJ斉明(時間〉たつ1\での

ー認設にすiT1呈示、さる〉 一一一-'-'-

一切ー
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こめぐ今垣1.>とぐ島町 1日夜>と(;J.‘わたしにとって fdか対り

fJlIl巨人だ， い的!ぶ白聞と思 ~h ~I\. d t QJ ~ ef) a 0 くS'p-!l良之 >1ま，宣告堤

防仁阻萱 l¥厄¥¥とわモ lしまた，払 1¥ d l'尼称ぎ¥)01与すだか， したい

いに陪「きりし之ぎつつあ Zようにか人月、え之 I'ZtD>でJi'， d 0 二

れを t う少し持砲のと~¥乏紅、くあ 3歯切足時作〉と1¥うの尽........聞ち

照的1者i主〉にかかゆるヰ委任 C"手ゐl¥かと足、 1， ，否じめ之})a 0 

く/，.4'2..e-3 /v  p. 413 ~7 ) 

[19ワ1b] 

二山にたいに.口臭賞ゃ限定ゃ抱漫了六、あ 3宥め軒切で，あ手軽toヲ([0

守ゴ定にたいし之 qみ嬰色l二塁同f巳才胤ラさとず ll¥.貯¥ この計1明市三

〉之内亨虫色畠l萎イヒさ仇た笠智wえちを何百してい Zからで Ij:"7d-¥ ¥ 0 む L

ろ二 01ポあいto1m防長才気EぐSJt筒イに〉して， じ¥15¥'・ん0， '-..息1手〉σ)タト

廷に肱イ巳 L之y) 3， ~だ!。一一一 C P. 13? J.R4-6) 

Q7 

く隠守色/1きぱ岳勺広結党ゃに的活昧!賞や内的活喝さZきあさが0J二う

!工事在茸ちことができ包妙、〉什フしてば助ね筒良~11ðl9思聴覚きあ

ろ力、m七子〉にs.丘す 3こと fきち 1¥0 7きてす7寺ら fす¥ く底惰>1〆対委ミ勿7

乞措定 cr~rð‘ 17、\\に.痘隔の?すね勿にたl\ qð ぐ底情>~活生す 2

こと l手あってち・ )¥j'的引で望号lざ了メ的手うた比0:、、た 1). 11事権や苦味併

や予三室主勾よさにみi主主ず3二とで， 吉之内〈蔭惰〉をT吉liす3を0>12‘が

ち Zある。一一一 印件5"μ.3-ワ〉

芦三んたE夜のそ手え0>ち丘I'Z-た(¥L之だr-rZ'fd危ぐ，~障の対象}二つ
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